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参考資料：国の取組み 

 
・ 高齢化の進展に伴い介護費用が急増する中、持続可能な介護保険制度をいかに構築すべきか、

一方で認知症や一人暮らし高齢者の増加等に対応した地域ケアをどう構築するか、介護を担

う介護従事者の人材確保、施設入居者の重度化に伴う医療と介護の連携など様々な問題を議

論し、将来を見据えた「安心と希望の介護ビジョン」を策定するもの。 

・ 2008年 7月 24日に第 1回会議を開催し、その後、関係者からのヒアリングや現場視察等を行

い、2008年度中を目途にビジョンをまとめる。 

・ 検討事項 

① 自助・公助・共助を組み合わせたケアの構築 

② 持続可能な介護保険 

③ 介護を担う介護従事者の人材確保 

④ 医療サービスと介護サービスの適切な提供 

⑤ 都市部や地方等の地域ニーズに対応した地域ケア構築のための仕組みづくり 

 
＜参考資料＞（会議資料の中から抜粋） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 「安心と希望の介護ビジョン」（厚生労働省老健局） 

資料３ 
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・ 認知症に関する研究開発の促進から、医療・介護現場での連携・支援に至まで、認知症に関

する包括的・総合的な対策を推進するため、プロジェクトチームを設置する。 

・ 専門的知見を有する研究者等により構成されたプロジェクトチームは、認知症について、的

確な実態把握、診断技術等の研究開発、保健・医療・福祉サービスや地域支援体制による総

合的・継続的なあり方等認知症対策の基本方針及び具体的な対策を策定する。 

・ 2008 年５月に第 1 回会議を開催し、７月に基本方針及び短期的対策を取りまとめ、短期的対

策の具体的検討は 21 年度概算要求に盛り込む。 

・ 主な検討事項 

① 認知症患者の実態把握・将来推計 

② 予防･治療技術等の研究開発 

③ 医療対策の充実 

④ 介護対策の充実 

⑤ 本人・家族への支援 

⑥ その他 

 
＜今後の認知症対策の全体像＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２ 認知症の医療と生活の質を高める緊急プロジェクト（厚生労働省老健局） 
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・ 介護人材の確保が困難な状況を克服するため、介護労働者の雇用管理の改善、ハローワーク

等の支援による人材の参入促進、安定的な人材の確保等の観点から検討を行う「介護労働者

の確保・定着等に関する研究会」を設置する。 

・ 学識経験者等により構成された研究会は、2008 年４月より検討を開始し、業界ヒアリング等

を通じて、７月末に中間報告を取りまとめる。 

・ 検討事項 

① 介護労働者の雇用管理の現状の把握及び分析 

② 介護労働者の雇用管理のあり方 

③ 介護労働力の確保・定着のための支援策 など 

 
＜中間取りまとめに示された対策の方向性＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３ 介護労働者の確保・定着等に関する研究会（厚生労働省職業安定局） 


